
2010年11月26日
於 札幌証券取引所

キリングループの挑戦
～「食と健康」領域でアジア・オセアニアのリーディングカンパニーをめざす～

証券コード：2503

コーポレートコミュニケーション部 IR室
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スピーカー自己紹介スピーカー自己紹介

山本山本 冠冠 （やまもと（やまもと かん）かん）

キリンホールディングス株式会社キリンホールディングス株式会社 コーポレートコミュニケーション部コーポレートコミュニケーション部 IRIR室室 主務主務

19197070年年1010月生まれ月生まれ 4040歳歳

略歴略歴
19919966年年 44月月 キリンビール㈱入社キリンビール㈱入社 東大阪支店東大阪支店 配属配属
19919999年年 1010月月 近畿圏営業部広域流通第近畿圏営業部広域流通第11部部
20020011年年 99月月 法務部法務部 （（※※20072007年年77月よりキリンホールディングス㈱法務部）月よりキリンホールディングス㈱法務部）
20201010年年 44月より現職月より現職
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本日の内容本日の内容

キリンキリングループ会社説明グループ会社説明

キリングループ概要キリングループ概要

長期経営構想長期経営構想 KV2015KV2015

20102010--20122012年年 中期経営計画中期経営計画

IRIR活動について活動について



キリングループ会社説明キリングループ会社説明

1.1. キリングループ概要キリングループ概要
2.2. 長期経営構想長期経営構想 KV2015KV2015
3.3. 中期経営計画中期経営計画 20102010--20122012年年
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23円（2009年12月期）

25円（2010年12月期・予定）

配当

三宅 占二代表取締役社長

1,284億円 （2009年12月期）連結営業利益

22,784億円（2009年12月期）連結売上高

285社 35,150人（2009年12月末時点）グループ連結子会社数
（従業員数）

酒類、飲料・食品、医薬品の製造販売主要事業

1907年2月23日設立

キリンホールディングスキリンホールディングス 会社概要会社概要

（2010年3月26日就任）

キリンホールディングス㈱
代表取締役社長
三宅 占二

キリングループ概要
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1998
淡麗

2001
首位逆転

2005
のどごし

14年間ｼｪｱ60％超

ｷﾘﾝ
ﾄｯﾌﾟ

ｼｪｱ
50%超

ｼｪｱ
60%超 1990

一番搾り

高度成長期 第一次多角化 改革期第二次多角化 再チャレンジ

キリンキリンビールビールの歴史の歴史 ～成長と改革、そして挑戦へ～～成長と改革、そして挑戦へ～

• 近畿ｺｶｺｰﾗ(’60)
• LA/NY駐在員派遣（’63)

• KS（’72）
• 東山農産（’75)
• ﾅｶﾞﾉﾄﾏﾄ(’76)
• 小岩井（’76)
• KW Inc(’77)

• 医薬参入（’82)
• ｱｸﾞﾘﾊﾞｲｵ（80’s)
• 酵母事業(’87)
• ｷﾘﾝｴﾝｼﾞ(’88)
• 台湾ｷﾘﾝ(’88)

• ﾗｲｵﾝﾈｲｻﾝ(‘98)
• ｻﾝﾐｹﾞﾙ(’02)
• 永昌源(’02)
• 武田ｷﾘﾝ(’02)

KV2015

キリングループ概要

2009
再び首位逆転
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事業別売上高比率事業別売上高比率

48%

医薬事業

飲料・食品事業

酒類事業

その他事業

• 国内では長年にわたるビール事業からワイン、スピリッツ、
リキュールなども販売する総合酒類事業へ。

• 連結営業利益の2割以上は国際酒類事業から

■主な事業会社

•キリンビール㈱

•メルシャン㈱

•ライオンネイサン（豪州）

•麒麟（中国)投資有限公司

32%

9% 10%

・豪州No1乳製品・果汁飲料会社ナショナルフーズ
（07年12月）、豪州No.2 乳製品会社デアリー
ファーマーズ（08年11月）を完全子会社化

■主な事業会社

•キリンビバレッジ㈱ ・ナショナルフーズ（豪州）

• 腎臓、がん、免疫疾患の領域で、抗体技術を核
にした最先端のバイオテクノロジーを強みに研究
開発をするスペシャルティ・ファーマ。

■主な事業会社

•協和発酵キリン㈱

・バイオケミカル事業、ケミカル事業など

■主な事業会社

•協和発酵バイオ㈱ ・協和発酵ケミカル㈱

多角化と国際化を進めた結果、よりバランスの取れたポートフォリオに進化安定的なキャッシュジェネレーター

海外市場に高いポテンシャル

協和発酵キリンのバイオケミカル事業を含む高い収益性と成長性

2009年

売上高

2兆2,784億円

キリングループ概要
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１. 定番商品強化

・「一番搾り」「淡麗<生>」
「のどごし<生>」定番ブランド強化

・「ラガー」ブラッシュアップ

・「コクの時間」リニューアル

・「氷結」リニューアル

３. 総需要拡大

・革新的な新商品発売
・「本格＜辛口麦＞」
・「キリン フリー」

リニューアル
・「世界のハイボール」発売

20102010年年 キリンビールキリンビール 商品戦略商品戦略

２. 健康志向への対応強化

・「淡麗グリーンラベル」強化
・「キリンゼロ<生>」発売
・健康志向における潜在ニーズ

を踏まえた新商品の発売
「休む日のAlc0.00%」

「エビデンスマーケティング」のさらなる発展

キリンブランド価値の向上
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「フォアローゼズ「フォアローゼズ ハイボール」「Ｉハイボール」「Ｉ..WW..ハーパーハーパー ハイボール」ハイボール」 新発売新発売

世界のメジャーブランドでつくった大人のハイボールで、世界のメジャーブランドでつくった大人のハイボールで、
さらなるウイスキーの楽しさを提案さらなるウイスキーの楽しさを提案

商品プロファイル

発売日： ２０１０年１１月１７日（水）

発売地域： 全国（コンビニエンスストア限定）

容器・容量： ３５０ｍｌ缶

価格： オープン価格

フォアローゼズ ハイボール

●「フォアローゼズ」の特長を活かし、すっきりと爽快な口当
たり、華やかな香りが楽しめるおいしさ。
●現代的なイメージを表現するため、黒のダイヤ柄を背景
に、ブランドモチーフである“４輪のバラ”を印象的に配置。

Ｉ.Ｗ.ハーパー ハイボール

メジャーブランドならではの“ウイスキー本来の香り”を活かし、当社チーフブレンダーによる
最適ブレンドにより、“飲みやすさと飲みごたえの両立”を実現

●「Ｉ.Ｗ.ハーパー」の特長を活かし、雑味のない味わいと、ド

ライで爽快な飲みごたえが楽しめるおいしさ。
●ブランドのイメージカラーであるゴールドをベースに、ブランド
モチーフである“５つのゴールドメダル”を配置。

“ほどよい炭酸感”に
こだわり、バーで楽しむ
本格的なハイボールの

味を再現
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20102010年年 キリンビバレッジキリンビバレッジ ブランドフォーメーションブランドフォーメーション

無糖茶市場無糖茶市場

水市場水市場

チャレンジ領域

次なる成長領域の開拓

トップブランドの強みを活かしトップブランドの強みを活かし
ユーザー・飲用シーンを拡大ユーザー・飲用シーンを拡大

うまさうまさ・品質・品質を追求を追求しし
定番確立と新提案に定番確立と新提案に
よる需要拡大よる需要拡大

強みのさらなる強化

中核ブランド 重点攻略領域

新たな価値化のための提案

炭酸市場炭酸市場

健康系飲料健康系飲料

「全方位」から「選択・集中」へ
強みに集中しながら、新たな潮流をつくる。

基盤ブランド

“元気炭酸”の提案

ボリュームゾーン

次代の主役？

健康の新潮流

続く健康志向
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商品プロファイル

発売日： ２０１０年２月２日（火）

容器・容量： １９０ｇ缶

希望小売価格： １１５円（税抜き）

仕事の合間のショートブレイクに。仕事の合間のショートブレイクに。
「エスプレッソ」で淹れた紅茶で贅沢ブレイク。「エスプレッソ」で淹れた紅茶で贅沢ブレイク。

KIRINKIRIN 午後の紅茶午後の紅茶

エスプレッソ抽出した「紅茶葉の良質な苦味」

ショートブレイクに最適な「小容量１９０ｇ缶」
缶コーヒーに負けない「濃さ・嗜好感の高さ」を表現したデザイン

強い味・深いコクが特徴の「ウバ・アッサム」を中心とした
ブレンド茶葉を高温・高圧の「エスプレッソ」で濃厚抽出。
ミルクに負けない紅茶葉の良質な苦味が味わえます。

容器は、ショートブレイクに最適サイズである１９０ｇ缶を採用。
デザインは、ロイヤルブルー（濃紺）をベースに、商品特徴である
「ESPRESSO」を堂々と訴求することで、味の濃さ・嗜好感の高さを
表現しました。

午後の紅茶午後の紅茶 発売から２ヶ月半で年間販売目標を達成！
年間販売目標を当初目標の３.６倍にあたる

３６０万ケースに上方修正

「午後の紅茶 エスプ
レッソティー・ラテ」

１０月に新発売
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FIREFIRE

「キリン ファイア」は、“缶コーヒーの常識を変える”というポリシーのもと、“革新し続ける缶コーヒー
ブランド”として、さらなる品質の向上と革新的な新提案を行う

商品プロファイル

発売日： ２０１０年１０月１２日（火）

容器・容量： １７０ｇ缶

希望小売価格： １１５円（税抜き）

キリン ファイア 直火豆１．５倍珈琲

●炭火焙煎で深煎りにローストするこ
とで、コーヒーの深いコクと香ばしい豆の
香りを実現
●ファイア独自の新技術

Deep Body製法を採用し、
ファイアらしい力強い味わいを実現。

量が少ない・味が薄いに応えるべく
250g缶「FIRE BLACK DEEP 

BODY」やどこでも携帯できる270ml
入りペットボトルコーヒー「ファイア

SUGOUMA深煎り微糖」、など提案
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第一線で頑張るアラフォー世代に対し、
共通の健康価値をテーマに、

様々な商品形態で 『無理なく、おいしく、手軽に』
生活に取り入れることのできる商品を提供します。

第一線で頑張るアラフォー世代に対し、
共通の健康価値をテーマに、

様々な商品形態で 『無理なく、おいしく、手軽に』
生活に取り入れることのできる商品を提供します。

第1弾の共通素材は、回復系アミノ酸 オルニチン
オルニチンは体内で使われても自らがオルニチンに戻るので回復系アミノ酸と呼びます。

第1弾の共通素材は、回復系アミノ酸 オルニチン
オルニチンは体内で使われても自らがオルニチンに戻るので回復系アミノ酸と呼びます。

＊商品には１食当たり４００ｍｇのオルニチンを配合。（しじみ９００個分のオルニチン※）
＊協和発酵バイオ社が独自に研究開発し、製造を担う。

キリンの健康プロジェクト

※この商品のオルニチンは、協和発酵バイオ社の発酵法で生産されており、しじみ由来ではありません。
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総合プロデュース機能：健康プロジェクト総合プロデュース機能：健康プロジェクト

素材研究
開発

キリンホールディングス
協和発酵バイオ
キリン協和フーズ

※グループ外
企業からも検討

商品化
プロジェクト

キリンホールディングス
キリンビール・キリンビバレッジ
メルシャン・協和発酵バイオ

キリン協和フーズ・小岩井乳業

生産
販売

キリンビール
キリンビバレッジ

メルシャン
キリン協和フーズ

小岩井乳業

素材開発から販売まで、強みを持ち寄って競争力を発揮

新しいビジネスモデルによる、健康分野への取り組み

キリンの健康プロジェクト
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私にプラス

心に
プラス

体に
プラス

グループ横断ブランドの展開をスタート！

「健康」とは、
自分の人生を豊かにするもの、そして・・・

家族や友人、周りの人と共に分かち合うもの

キリンの健康プロジェクト
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約30％18 ％売上高（酒税抜き）
海外比率

営業利益率

売上高

約30％

10％以上

2.5兆円

3兆円

2015年

27％営業利益

9％対酒税抜き

1.27兆円酒税抜き

1.68兆円酒税込み

2006年KV2015 到達目標

キリン・グループ・ビジョンキリン・グループ・ビジョン20152015（（KV2015KV2015）） 〈〈20062006年年55月発表月発表〉〉

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

97年 98年 99年 00年 01年 02年 03年 04年 05年06年(予) 15年
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
売上高（左軸）

営業利益（右軸）

（単位：億円）

飛躍的な成長線

現状の成長線

 いつもお客様の近くで様々な「絆」を育み、「食と健康」のよろこびを提供する

 「発酵・バイオ」「モノづくり」「リサーチ・マーケティング」の技術を綜合し、独自の価値と最上の品質を追求する

 酒類・飲料・医薬を主力事業として、アジア・オセアニアのリーディングカンパニーを目指す

KV2015 グループビジョン

① 綜合飲料グループ戦略の推進

② 国際化の推進

③ 酒類、飲料、医薬に次ぐ健康・機能性食品事業の構築

国内酒類事業の再成長により
基盤を強化

長期グループビジョンKV2015に向けて飛躍的な成長を続けている
いよいよ第2期アクションプラン 2010年中計の新たなステージへ

長期経営構想 KV2015
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バリューチェーンの融合
（お客様への綜合的アプローチ）

（酒類）

（飲料）

ビジネスモデル比較

ビール 飲料

ロ
ー
カ
ル

グ
ロ
ー
バ
ル

ビール 飲料

ロ
ー
カ
ル

グ
ロ
ー
バ
ル

キリン某グローバル大手

ビジネスモデル
ビール事業に特化した

グローバル・多ブランド化
酒類事業と飲料事業の

綜合化

規模の経済
カテゴリー内の

規模の経済を重視
カテゴリーを超えた

範囲の経済に着目

強み／機会 効率 イノベーション

 「酒類と飲料を２本柱とする綜合飲料事業」へ

 お客様の嗜好の変化により、酒類と飲料の垣根が低くなっていることから、酒類事業と飲料事業について、国内外で

開発から販売に至るまでのバリューチェーンを融合する。

グローバルビール競合他社と比べて、独自性の高いビジネスモデル

KV2015KV2015成長戦略成長戦略 ①① 綜合飲料グループ戦略の推進綜合飲料グループ戦略の推進長期経営構想 KV2015
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KV2015KV2015成長戦略成長戦略 ②② 国際化の推進国際化の推進

大連大雪ビール

キリンホールディングス

麒麟（中国)投資有限公司

杭州千島湖啤酒股份有限公司

台湾麒麟

サンミゲルビール

ライオンネイサン

医薬サンミゲル酒類 飲料ライオンネイサン

J.ボーグ

国 内

海 外

海 外

国 内

2006年：18％

2015年目標：約30％
売上高（酒税抜き）構成比

北京飛騰麒麟飲料有限公司

上海錦江麒麟飲料食品有限公司

麒麟啤酒（珠海）有限公司

サイアム キリン ビバレッジ

 酒類と飲料をあわせもつ独自のビジネスモデルをグローバルビール会社との
差別化戦略として追求

 アジア経済圏とオセアニアで事業拡大を進める

 パートナーとの連携でシナジーを拡大、独自の事業展開モデルを構築

 現地化を一層推進、各地域の文化やニーズの反映商品・サービスの提供

2009年：2７％

国内

海外

国内
国内

海外

海外

キリン エースコック（ベトナム）

ナショナルフーズ

デアリーファーマーズ

長期経営構想 KV2015
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第第11ステージ（ステージ（20072007年中計）で順調なスタートダッシュを切った年中計）で順調なスタートダッシュを切った

◆飛躍的成長

09売上高 2兆2,784億円

06年比 36．7％UP

09海外売上比率 27％

06年比 9％ＵＰ

10

15

20

25

30

35

05年 06年 07年 08年 09年

◆基盤事業強化 ◆海外比率向上

国内酒類事業収益基盤強化

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

05年 06年 07年 08年 09年

キリンビール社、極めて高いお客様支持率を獲得

「信頼」と「躍進」のブランド 「食と健康」の新たなよろこび 社会との共生

お客様価値の創造を目指した企業活動お客様価値の創造を目指した企業活動

◆売上高は酒税込み、海外比率の分母売上高は酒税抜き

長期経営構想 KV2015
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* 100% デアリーファーマーズ社

KV2015KV2015のもと、成長戦略を大胆に推進のもと、成長戦略を大胆に推進

* 100% ライオンネイサン社

* 48% サンミゲルビール社

* 100% ナショナルフーズ社
* 協和発酵キリン社

* メルシャン社

非連続なアプローチにより、短期間で大胆にグループ化を推進

「食と健康」領域において、内外でポテンシャルを持つ強力なパートナー各社と関係を構築

2007
2008

2009

長期経営構想 KV2015
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オセアニア地域におけるプレゼンスオセアニア地域におけるプレゼンス拡大拡大

豪州において綜合飲料グループ戦略を推進 ⇒ 豪州最大規模の飲料食品グループに

グループオセアニア事業
売上高： 56.1億豪ﾄﾞﾙ
営業利益： 6.4億豪ﾄﾞﾙ

乳製品及び果汁飲料
において豪州第1位

2008年度 1

売上高：35.1億豪ﾄﾞﾙ

営業利益：1.3億豪ﾄﾞﾙ

乳製品及び果汁飲料
において豪州第1位

2008年度 1

売上高：35.1億豪ﾄﾞﾙ

営業利益：1.3億豪ﾄﾞﾙ

ナショナルフーズ

デアリーファーマーズ

ナショナルフーズ

デアリーファーマーズ

アルコール飲料
において豪州第2位

2008年度 2

売上高：20.9億豪ﾄﾞﾙ

営業利益：5.1億豪ﾄﾞﾙ

アルコール飲料
において豪州第2位

2008年度 2

売上高：20.9億豪ﾄﾞﾙ

営業利益：5.1億豪ﾄﾞﾙ

ライオンネイサンライオンネイサン

1   NFL： KH2008年度決算説明資料（2009年2月10日付）より DF： 「デアリーファーマーズ社 全株式売買契約合意について」（2008年8月25日付）より
2 2008年LNアニュアルレポートより

Lion Nathan National Foods*
(LNNF)

*キリンの100％子会社

旧：キリンホールディングス
オーストラリア(KHAU)

10月21日に2社を持株会社の下に一元化し、新たな経営体制を構築

長期経営構想 KV2015
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ｷﾘﾝｸﾞﾙｰﾌﾟのｱｼﾞｱｵｾｱﾆｱにおける事業基盤状況ｷﾘﾝｸﾞﾙｰﾌﾟのｱｼﾞｱｵｾｱﾆｱにおける事業基盤状況

フレイザー・アンド・ニーヴ社が加わり、国際綜合飲料グループ戦略をよりスピードアップして推進

中国市場

 市場の変化を注視しながら、KCI
による綜合飲料グループ戦略を
推進

中国市場

 F&N社への資本参加により、

急成長を続ける市場における
飲料・食品事業基盤拡大の機
会を確保

 SMBとの連携により、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ

におけるビール事業をさらに
強化

 SMIの事業基盤を強化し、東

南アジア全域における酒類事
業を推進

東南アジア市場

日本市場

 KB/KBC/ME/永昌源等のブラ

ンドを活用し、綜合飲料グルー
プ戦略を加速

日本市場

 【オセアニア市場】

 LNNFを基盤に綜合飲料グ

ループ戦略を加速

オセアニア市場

（略称） ＭＥ メルシャン、 ＫＣＩ 麒麟（中国）投資有限公司、 Ｆ＆Ｎ フレーザー・アンド・ニーヴ、 ＳＭＢ サンミゲルビール、 ＳＭＩ サンミゲルインターナショナル、 ＬＮＮＦ ライオンネイサン ナショナルフーズ
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 酒類・飲料食品の両事業において、各エリアに強力なブランド群を保有

 グループシナジー創出により各ブランドを更に強化

グループ・パートナー企業が展開する強力なブランド群グループ・パートナー企業が展開する強力なブランド群

東南
アジア
酒類
事業サンミゲル

ビール

フレイザー
アンド
ニーヴ

東南
アジア
飲料・
食品
事業

オセアニ
ア

酒類
事業

ライオンネイサンナ
ショナルフーズ

オセアニ
ア

飲料・
食品
事業

ライオンネイサン
ナショナルフーズ

国
内
酒
類
事
業

キリンビール

国
内
飲
料
事
業

キリンビバレッジフィリピン国内で圧倒的な販売量を誇る。中国・東南アジアに
もビール事業を展開

マレーシア、シンガポールで第一位の飲料事業を展開

豪州有数のミルク・果汁飲料ブランドを多数保有

ＸＸＸＸをはじめ数多くの有力ビールブランドを保有

キリン のどごし<生>、キリンチューハイ氷結、キリンフリー な
ど、各カテゴリに強力なブランドを多数保有

紅茶飲料NO.1（※）のキリン 午後の紅茶をはじめ、キリンＦＩ
ＲＥ、キリン生茶など各カテゴリに強力なブランドを保有
（※食品ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究所調べ2009年実績）
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収
益
性

事業規模

2010-2012

第1期: 2007年中計
(2007-2009)

第1期: 2007年中計
(2007-2009)

第1期 第2期 第3期

量的拡大から質的拡大へのシフト

第2期: 2010年中計
(2010-2012)

第第22期期: 2010: 2010年中計年中計
(2010(2010--2012)2012)

“実行と質的拡大の“実行と質的拡大の33年間“年間“

第3期: 2013年中計
(2013-2015)

第3期: 2013年中計
(2013-2015)

“スタートダッシュの“スタートダッシュの33年間“年間“

20102010年中計～年中計～ 量から質へ量から質へ

課題をやりきる ｢実行の中計｣ として ｢量的拡大から質的拡大｣ への移行を一層推進
⇒長期経営構想（KV2015）の実現へ

2010-2012年中期経営計画
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1．事業会社の成長促進とシナジー創出によるグループ価値向上

【戦略課題】
(1) グループシナジーの創出

売上シナジーに加え、確実性の高いコストシナジーの
創出には聖域なく取り組む

(2) リーン経営の実現
お客様価値につながらないムリ・ムダ・ムラを排除し、
PDCAを回して環境適応力を高める

(3)   卓越した技術力と顧客関係力の構築
「多様性」「国際性」「経営力」のある組織づくりに
向けた経営資源の重点投資と人材の育成・配置
体系を構築する

【戦略シナリオ】

綜合飲料グループ戦略の推進
酒類－飲料事業間で活動を共同化・経営技術を転用することで、専業メーカーにはできない価値を創造する

20102010年中計年中計 基本方針基本方針

グループシナジーの
創出

綜合飲料グループ戦略の推進

“収益性”と“資産効率”の改善

リーン経営の
実現

卓越した技術力と
顧客関係力の構築

2． グループ価値向上のための財務戦略
「質的拡大」の実現によりキャッシュフローを増加させ、株主還元及び財務健全性の確保に重点を置く

3．社会と共生する企業グループとしてのCSR実践
“低炭素企業グループの実現”に向けた取り組みの推進
‐ CO2排出量削減目標： 2050年までに バリューチェーン全体で半減 （1990年比）

2015年までに 「製造、物流、オフィス」で35％削減 （1990年比）

2010-2012年中期経営計画
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定量目標定量目標

 日本会計基準に加え、のれん代の影響を排除したキャッシュベースでの指標管理をより意識する

 中計全体の収益性向上のシナリオに沿い、営業利益額、営業利益率、ROEの顕著な向上を目指す

（金額単位：億円）

2010-2012年中期経営計画

０．６７

０．７２

２，８００

２５％

２２，２００

２，２８０

２，０５０

６，７２０

１１，１５０

10年目標

９．５％

７．２％

９．４％

１，３３０

１，７５０

１８，６００

10年目標

２４，９００△５８４２２，７８４酒税込み売上高 計

１１，６７０１７４１０，９７６酒類事業セグメント別売上高

８，１５０△６３０７，３５０飲料・食品事業

２，２５０△１７２，０６７医薬事業

２，８３０△１０９２，３８９その他事業

１０％以上１．２％８．３％のれん償却前Cash ROE（％）

0.80以上

０．５

３，４１０

２９％

12年計画

８．８％

１０．８％

１，８８０

２，３１０

２１，３００

12年計画

酒税抜き

６７２２，１２８EBITDA （億円）

△２％２７％売上高海外比率（％）

対09年09年実績ガイドライン

△０．１９０．９１DEレシオ

△０．０３０．７０総資産回転率

１７３１，５７７のれん償却前営業利益

４６１，２８４のれん償却後

１．２％８．２％酒税抜き・のれん償却前営業利益率（％）

０．５％６．７％酒税抜き・のれん償却後

△５８７１９，１８７酒税抜き売上高

対09年09年実績定量計画

（金額単位：億円）

1.80円1.99円フィリピンペソ

（サンミゲルビール）

70.04
円

オーストラリア＄

（ライオンネイサン）

80円

74.57
円

オーストラリア＄

（ナショナルフーズ）

10年

見込み

09年

実績

主要な在外会社損益の為替換算レート
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 “シナジー創出”と“グループ経営による価値創造”のプラットフォーム
 CCTでは、事業拠点の最適化や事業統合など、事業会社単位では着手しにくいことにもグループ横断で取り組む

 効果が計算できるコストシナジーの創出をCCTの最優先テーマとする

クロス・カンパニー・チーム（ＣＣＴ）とはクロス・カンパニー・チーム（ＣＣＴ）とは

【 各CCTによるコストシナジー創出の取り組み 】

KB、KBC、メルシャン３社の生産･物流拠点の最適化と機能の
共同化やスキル移転

生産・物流

グループR&D拠点最適化研究開発

共同購買、業務の集約、情報システムの標準化調達

資産の圧縮、投資予算管理ルールの見直し
資産圧縮・

CFマネジメント

グループの中で重なりのある事業領域の統合事業統合

グループ内業務アプリケーションシステムの統合、ITインフラ・サー

ビスレベルの適正化
IT

－人事インフラ

KBとメルシャン間、KBとKBC間の業務共同化やスキル移転営業・マーケ

事業支援戦略Ａ会社
Ｂ会社

Ｃ会社
Ｄ会社

A会社

Ｂ会社

Ｃ会社

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
戦
略

水平戦略

研
究
開
発

調
達

製
造

物
流

営
業
マ
ー
ケ

Ｄ会社

全社戦略の３次元

2010-2012年中期経営計画
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【資本構成】
2012年末のD/Eレシオ0.5に向けて

負債返済に努める
（一時的な上限目安1.0程度も継続）

財務戦略財務戦略 ～キャッシュフローの増大～～キャッシュフローの増大～

グループシナジー実現・リーン経営・投資効率向上・資産圧縮により、キャッシュフローを大幅増大させる

■ 営業キャッシュフロー 約6,200億円 （前中計約4,100億円）
 綜合飲料グループ戦略推進によるシナジー実現、各事業のリーン経営で増大

■ 投資キャッシュフロー 約△1,100億円 （前中計約△7,700億円）
 設備投資は2,600億円程度に抑制 （前中計約3,200億円）
 資産流動化は現中計の約2,700億円（SMC約800億円を含む）からさらに踏み込み1,500億円以上を目指す

10-12年営業CF
約6,200億円

10-12年設備投資

約2,600億円

借入金返済

10-12年資産流動化
約1,500億円以上

【株主還元】
配当： 連結配当性向30％以上

成長戦略投資によるのれん等の償却費の
影響を勘案し、実質的利益水準の向上に
伴う配当の増額を目指す

自己株式取得：
中長期的な信用格付維持を前提に、質的
拡大の進捗等を勘案した上で検討

株主還元

キャッシュフロー

営業CF増

投資効率の向上 さらなる資産圧縮

【成長投資】
今後も集中的に資源配分するが、
目安として投資枠は設定しない

2010-2012年中期経営計画
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財務戦略財務戦略 ～バランスシートマネジメント～～バランスシートマネジメント～

資本構成

・現在のDEレシオ 0.95（2009年末見込み）

・2012年末のDEレシオ0.5に向けて負債返済に努めるが、

一時的な上限目安1.0程度は許容

成長戦略のための事業投資に伴う資金調達が必要な

場合は有利子負債の活用を主体とする

株主還元

配当： 連結配当性向30％以上
成長戦略投資によるのれん等の償却費の影響を勘案し、
実質的利益水準の向上に伴う配当の増額を目指す

自己株式取得：
中長期的な信用格付維持を前提に、質的拡大の進捗
等を勘案した上で検討

バランスシートの健全性を確保しつつ、投資効率向上・資産圧縮をすすめる

売掛債権・棚卸資産の圧縮

・回転率アップへ

・各事業資産の圧縮

設備投資

・減価償却費の80%を目安とし、投資効率

を重視

資産圧縮

・投資有価証券

持合株式も圧縮対象として取り組む

・不動産の整理・処分

・事業ポートフォリオ見直し

資産資産

負債負債

資本資本

2010-2012年中期経営計画
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グループグループCSRCSR活動活動 ～事業を通じての～事業を通じてのCSRCSR活動の推進～活動の推進～

キリングループCSR全体像 「低炭素企業グループの実現」「低炭素企業グループの実現」

～自然と調和・共生する社会づくりを目指して～

①CO2排出量 1990年比

バリューチェーン全体 2050年までに半減
⇔製造・物流・オフィス 2015年までに35％減

②「省資源」「省エネルギー」「環境提案商品」への
取り組み

人間性の尊重人間性の尊重//
ダイバシティ（多様性）推進ダイバシティ（多様性）推進

事
業
と
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み

パートナーとの共生パートナーとの共生

食の安心・安全食の安心・安全 問題飲酒の根絶問題飲酒の根絶

ガバナンス体制の強化ガバナンス体制の強化

社会的課題の解決に向けた社会的課題の解決に向けた
商品開発・提案商品開発・提案

キリングループは、「食と健康」を経営理念に掲げる企業グループとして、CSRを重要な経営課題ととらえ、

持続可能な社会の実現に向けて、様々な活動を推進

2010-2012年中期経営計画
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第３四半期決算 総括

前年比（％）前年増減

▲４１．９

▲２．４

２１．０

▲３．９

▲１７４

▲２６

＋１９７

▲６５４

前年比（％）通期業績予想

▲４．３２１，８００１６，０２８

四半期純利益
▲２８．８３５０２４２

３．６１，３３０１，１３６
営業利益

（のれん等償却後）

▲１３．６１，２５０１，０７４
経常利益

売上高

（酒税込み）

３Ｑ累計実績（億円）

 ＣＣＴコストシナジーや各社ブランド強化へ向けた取り組みが順調に推移したことに加え、国内酒類・飲料事業では猛暑効果も

加わり、営業利益が増加（第３四半期として過去最高）

 「実行と質的拡大」中計初年度課題への取り組みを計画どおり推進

期央修正目標に対し業績も順調に推移。 第４四半期の活動を更に強化し、通期計画の達成を目
指す

 ７月には、シンガポール、マレーシアで第一位の飲料事業等を有するフレイザー・アンド・ニーヴ社
の株式を取得、 アジア・オセアニア地域における国際綜合飲料グループ戦略を更に加速



投資家様対応（投資家様対応（IRIR活動）について活動）について
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◆ 株主優待について

（１）対象 毎年12月31日現在の株主名簿および実質株主名簿に記載された1,000株以上保有の株主の方

（２）優待内容 キリングループ会社商品等

◆ 配当

07年度より連結配当性向30％以上を新たな指標とし、実質的利益水準の向上に伴う配当の増額を目指している。

株主還元について株主還元について

44.6%23.00円09年12月期

30.4%17.00円2.5円増配06年12月期

30.1%21.00円4.0円増配07年12月期

27.4%23.00円2.0円増配08年12月期

49.7%25.00円 予定2.0円増配10年12月期

26.7%13.50円1.5円増配04年12月期

27.2%14.50円1.0円増配05年12月期

36.1%12円03年12月期

連結配当性向配当金（年間）増配額
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キリンキリンホールディングスホールディングスののIRIR活動内容活動内容

《ホームページIRサイト》
・決算説明会（期末）を日本語にてライブ中継、オンデマンド配信
（日･英）を実施
・経営トップによる個人投資家向けインタビュー動画「トップインタ
ビュー」配信を2006年より開始（四半期毎にアップデート）

《株主通信》
・個人株主様とのコミュニケーションツールとして位置付け 《個人投資家セミナー 》

・テーマ：「お酒と健康について」

※パッチテストによるアルコールの
体質判定中

≪HPコンテンツのご紹介≫

☆「お酒を楽しく正しく飲んでいただくために」
未成年飲酒の問題、お酒の特性、飲酒の効用について
正しくご理解いただくための情報をご紹介しています。
http://www.kirin.co.jp/about/knowledge

☆キリンメールニュースのご紹介
商品やキャンペーン情報など最新のニュースにあわせ、
イベントのご紹介もしています。
登録は以下URLより可能です。
http://www.kirin.co.jp/userguide/kirinmailnews/regist

☆キリンビール大学

ビールの道を究めるＨＰに開設したバーチャルな学校です。
多彩な教授陣が至福のビールライフをお約束します！
http://www.kirin.co.jp/daigaku
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